
　

11月28日(月) 理科 英語

英語

〇教科書 P59～71
〇エイゴラボ　P90～P117まで
英作文　“将来の夢”について6文以上書
く

〇エイゴラボ　※採点・訂正をしてお
く
〇パーフェクトノート（中教研のテス
ト直しもしておく）

いずれも提出期限11月28日（月）
放課後に教科係が集めて職員室にもっ
てきてください。

○Program 5,6のScenesの文を覚えて書けるようにしてお
く。
○Speak&Writeについて練習した内容を書けるようにしてお
く。
○英作文は6文以上、なりたい職業名、その理由を２つないし、
３つ書けるようにしておく。
○Power-up3 レストランで食事しようのやり取りも覚えてお
く。

数学

３章「1次関数」
４章「図形の性質と合同」
中教研学力調査の類似問題
　○教科書Ｐ95～Ｐ121
　○スタンダードＰ48～Ｐ61
　○パワーアップシート㉑㉒㉓
　　㉑は配布済み
　　㉒は16日配布21日提出
　　㉓は22日配布29日提出

○スタンダードＰ48～Ｐ61
　
○パワーアップシート㉑㉒㉓

提出期限:11月29日（火）まで
　※事前提出可
　※パワーアップシートは左記の提出
日に提出
　※数学係が出席番号順に並べて小谷
先生へ提出

○１次関数を利用して、身の回りの問題を解くことができる。
　（グラフの読み取り、図形の問題など）
○対頂角、平行線と同位角・錯角、三角形の内角と外角、多角
形の内角の和と外角の和、などの性質を利用して、いろいろな
図形の角の大きさを求めることができる。
○スタンダードやパワーアップシートを使って、何度も問題練
習をする。また、間違えた問題の途中式や解説をきちんと見直
し、間違いの原因を確実にとらえる。

理科

「気象の観測」
「動物のからだのつくりとはたらき」

○教科書　Ｐ129～Ｐ196
○理科の学習（ワーク）　Ｐ46～Ｐ76
○学習の達成（プリント）１０、１１、１
２
　　　　　　　　　　　　１３、１４

○ワーク

　提出期限１１月２８日（月）
　※教科係がまとめて届ける。

○重要用語は何度も書いて覚えておこう。
　・消化酵素と栄養素
　・水蒸気と湿度の関係、計算
　・天気の変化
　・圧力の計算
　
○ワークやプリントはきちんと丸付けをして、分からなかった
り間違えたところに印を付けて、２度学習しましょう。

○よく分からないときは、→教科書をよく読んでみる。
　　　　　　　　　　　　→友達や先生に聞いてみる。

国語

教科書ｐ～7４～143
単元別漢字　ｐ56～ｐ69まで
新基礎の学習　ｐ93～ｐ128
積み上げプリント10～13
○「月夜の浜辺」
○扇の的ー「平家物語」から
○「仁和寺にある法師」
○漢詩の風景
○君は「最後の晩餐」を知っているか
○「最後の晩餐」の新しさ

社会

＜歴史＞　教科書p134～137、152～
ｐ159、160～175
（江戸時代の4つの改革の比較、「産業革
命と資本主義の成立」から「文明開化と新

政府の政策」まで）
〇ワークｐ26～ｐ27、28～31
〇プリント15
＜地理＞　教科書ｐ190～ｐ199、206
～215
　　(中国・四国地方、近畿地方)
〇ワークｐ32～35、36～41
〇プリント17

【提出物】
〇ワーク本誌とノート（地理・歴史）
〇プリント２枚

1１月２９日（金）（丸付け後、間違い
は赤で訂正して提出）

※教科係は出席番号順にして、
　1・2組は大浦先生へ、
   ３組は小西先生へ提出する
※ノートは本誌にはさんで提出。

※歴史では江戸時代の4つの改革について、必ず
出題します。
※歴史が先に範囲まで学習するので、歴史から学習を進めよ
う！
※中間考査の範囲と重なるところがあります。もう一度復習し
ておきましょう。
【ワーク（自主学習）の進め方】
①自主学習（ノート）に取り組む。分からない問題は教科書な
どで調べながら取り組んでもよい。
②丸付けをして、間違えたところは赤で訂正し、解答の解説を
読み、何が分かっていなかったか把握しよう。
③自主学習（本誌）に取り組む。以下は同じ。

11月29日(火) 社会 数学

２年 2学期期末考査 範囲表
教科 範囲 提出物(提出日) 学習のポイント

国語

日頃の自分の学習を振り返り、自分の力を試すチャンスです。計画的に学習に取り組みましょう。

２年 2学期期末考査 日程表

1限 2限 3限

新・基礎の学習　国語
単元別漢字
積み上げプリント（授業で回収）
提出日：1１月２８日（月）
（１問ずつ丸付け、直しをするこ
と！）
※国語係が出席番号順に並べて中山へ
提出
※期限前に個人的に提出して合格した
　ものは出さなくてもよい。

○ワーク・プリントの問題に取り組む。わからなかったところ
は、ノートや答えの解説をよく読んで理解する。解き直す。
○ノートを読み直して、授業で確認した重要事項を覚える。
　※重要事項（言葉）は、もう一度書くと覚えやすい。
○漢字は一画ずつ丁寧に、大きく、はっきりと書くこと。（と
め､はね､はらい、折れなど）
○答えの書き方（「～から。」「～こと。」で終わる等）にも気を付け
る。
　　※「新・基礎の学習」ｐ.２・３参照
○古典作品の作品名、作者名、成立時代、ジャンルを漢字で書
けるようにする。
○詩の形式を漢字で書けるようにする。
○平家物語における登場人物が平家と源氏どちらの立場かわか
るように読み込む。
○係り結びの効果と用法を復習しておいてね。


